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2022年5月1日発行 

日本における外傷性脊髄損傷の実態 

脊髄損傷と一口にいっても、その部位や重症度、予後は本当に様々です。一般的なイメージとし

ては、交通事故やスポーツなど激しい外傷で脊髄を損傷し、手術を受けた後車イスを使いながらリ

ハビリを頑張る若者、といった姿が思い浮かぶのではないでしょうか？  

2018年に、日本脊髄障害医学会が主導して脊髄損傷に関する大規模な全国調査が行われました。

当センターも坂井医師などを中心として調査に大きく貢献しましたが、それによると、発生頻度は

以前と変わりない（49人／100 万人）のですが、受傷時年齢は著しく高齢化しており70歳代が最

も多く、原因としては平地転倒が約4割を占めていました。平地転倒が多いですので、骨折や脱臼

などを伴わずに麻痺を生じるケースが6割以上です。骨折や脱臼がないといっても麻痺自体は重篤

な場合が多く、高齢者ではリハビリが思うように進まないことも稀ではありません。 

この傾向は今後ますます強くなると考えられますし、既に脊髄損傷を負った患者さんも高齢化し

ていきます。米国のデータでは、1980年代以降、脊髄損傷急性期の救命率は改善していますが、平

均余命の改善は見られていないそうです。 急性期から社会復帰に向けて、さらに退院後のケアを

含め、いかにせき損センターらしく充実した医療を提供し続けることができるか、将来にわたって

自覚を持ち続けていきたいと思っています。 
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